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くまの議会だより　第121号 ⑫⑬ くまの議会だより　第121号

県道矢野安浦線バイパス延伸。町長の所見は

引き続き国の個別補助制度を活用いただき、県と連携し、
５・６年で道筋をつけていきたい。

Q

A 町　長

荒瀧 穂積議員

【
Ａ
１
】

　
バ
イ
パ
ス
延
伸
の
工
期

な
ど
は
ま
だ
未
定
で
あ
る
。

　
県
の
道
路
整
備
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
国
の
個

別
補
助
制
度
を
活
用
し
て

重
点
的
に
支
援
を
受
け
な

が
ら
実
施
す
る
旨
を
聞
い

て
い
る
。

　
道
路
事
業
は
99
％
が
用

地
買
収
と
言
っ
て
も
良
い
。

　
住
民
の
協
力
を
得
て

５
・
６
年
で
道
筋
を
つ
け

た
い
。
こ
こ
10
年
以
内
だ

と
思
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
町
内
道
路
は
、
慢
性
的

渋
滞
で
あ
る
。

　
原
因
は
明
ら
か
で
あ
る
。

広
熊
ト
ン
ネ
ル
２
本
化
や

町
内
道
路
未
整
備
の
ま
ま

無
料
化
し
た
か
ら
。

　
国
道
化
を
考
え
ら
れ
た

先
輩
議
員
も
い
た
。
議
会

も
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
検
討
し
よ
う
。

　
町
長
か
ら
国
県
へ
の
要

望
を
含
め
、
所
見
を
求
め

る
。

〝県議会〟筆製造技術を県文化財へ。熊野町は　

熊野筆の製造技術の保存と伝承等を目的に、来年度の
申請に向けて準備を進めている。

Q

A 総務部長

す
る
こ
と
を
筆
業
者
と
筆

組
合
が
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
と
聞
い
た
が
、
ご
存

じ
か
。

【
Ａ
３
】

　
町
は
把
握
し
て
い
な

い
。
筆
組
合
に
確
認
し
た

が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

【
Ｑ
４
】

　
機
会
を
見
て
調
査
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
こ
の〝
筆
セ
ン
タ
ー
〞を

筆
の
里
工
房
と
関
連
さ
せ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

観
光
事
業
等
へ
の
期
待
も

で
き
る
。

【
Ａ
４
】

　
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
や

方
法
が
あ
る
と
思
う
。
協

議
を
進
め
、
関
係
機
関
や

民
間
の
取
り
組
み
を
支
援

し
た
い
。

　
筆
文
化
の
後
退
、
材
料

の
確
保
、
職
人
養
成
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

【
Ｑ
１
】

　
筆
製
造
技
術
の
文
化
的

価
値
を
高
め
る
こ
と
と
な

り
、
大
変
良
い
こ
と
だ
。

大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
技

術
を
如
何
に
し
て
次
代
へ

引
き
継
ぐ
か
だ
が
、
町
の

考
え
は
。

【
Ａ
１
】

　
筆
組
合
が
筆
製
造
技
術

研
修
会
事
業
等
を
実
施

し
、
後
継
者
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
技
術
の
継
承
や
後
継
者

の
育
成
に
つ
い
て
、
町
は

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

か
。

【
Ａ
２
】

　
主
要
な
伝
統
産
業
を
守

る
う
え
で
、
大
き
な
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

数
年
前
に
専
門
的
技
術
者

を
集
め〝
筆
セ
ン
タ
ー
〞を

整
備
し
て
、
仕
事
を
集
約

諏訪本 光議員

▲県道矢野安浦線バイパス

防災関連施設等の工事状況を確認防災関連施設等の工事状況を確認防災関連施設等の工事状況を確認

　１１月３０日に総務厚生委員会を開催し、防災関連施設等の工事進捗状況の確認を行い、その後熊野東防
災交流センターにおいて意見交換並びに質疑を行いました。

［確認施設］
●熊野西防災交流センター
　くまの・みらい交流館に隣接して建設されており、シャ
ワー室やペット同行避難場所など避難施設の充実を図るこ
とを目的として、令和３年度末の完成を目途に現在工事が
進められている。完成後は西部方面の防災拠点施設として
利用される。

●防災行政無線再送信子局（中継局）設置
　令和３年度に防災行政無線のデジタル化が完了したが、
初神・新宮地域の一部で戸別受信機本体だけでは受信でき
ない地域があり、通信環境改善のため深原公園敷地内に再
送信子局（中継局）の設置が令和３年度末の完成を目指し
て工事が進められている。　

●筆の里工房周辺整備事業
　筆の里工房周辺は、観光交流拠点として公園整備事業が
計画されているが、平成３０年の豪雨災害の影響等により
工事が中断していた。昨年度より駐車場の整備工事がス
タートした。早期の完成により町民の憩いの場となること
を期待している。

［意見交換・質疑］
　防災関連施設等の確認後、熊野東防災交流センターで当
施設の利用状況等について意見交換、質疑を行いました。
Ｑ１　開設後の利用者の状況は
Ａ１　１１月末までの総入館者は３,９９６人となって
いる。

Ｑ２　７月、８月の避難情報発令時の状況は
Ａ２　最多避難者数（定時報告）は、７月は８日の３５
世帯、６８人、ペット５匹。一時的には８１人が避
難した。８月では１４日の２５世帯、５４人、ペッ
ト５匹の避難があった。

　最後に、施設の立地条件等を考慮し、利用者の増加に向けた取組みを町に要望しました。

総務厚生委員会

▲工事の進捗状況を確認

▲深原公園敷地内の中継子局

▲整備の進捗状況を確認

▲防災ホールでセンターの利用状況等について
　確認しました
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